
杉
並
の
教
職
員
の
皆
さ
ん

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
こ
の
ま
ま
で
は
と
て
も
働
き
続
け
ら

れ
な
い
」
「
も
う
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な

い
」
多
く
の
教
職
員
が
声
を
上
げ
ま
し

た
。
超
多
忙
な
２
学
期
末
、
教
職
員
の

長
時
間
労
働
を
職
場
の
声
で
変
え
よ
う

と
、
「
働
き
方
」
を
考
え
る
サ
イ
ト
が

生
ま
れ
「
中
教
審
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
送
ろ
う
」
と
励
ま
し
合
い
、
パ

ブ
コ
メ
の
内
容
を
交
流
し
合
い
ま
し
た
。

１
年
単
位
の
変
形
労
働
制
。
教
員
の

「
働
き
方
改
革
」
と
し
て
、
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
業
中
の
勤
務
時
間
を
少
な

く
し
、
「
繁
忙
期
」
で
あ
る
学
期
中
の

勤
務
時
間
に
ふ
り
あ
て
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
中
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、

時
間
外
労
働
の
上
限
を
４
５
時
間
と
決

め
、
特
例
と
し
て
１
０
０
時
間
ま
で
認

め
て
い
る
こ
と
で
す
。
延
び
た
時
間
に

会
議
が
入
っ
た
ら
保
育
園
の
お
迎
え
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
７
時
間
目
の

授
業
は
当
た
り
前
。
子
ど
も
達
の
ス
ト

レ
ス
は
た
ま
り
、
登
校
し
ぶ
り
や
不
登

校
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
教
職
員
の
仕
事
・
負
担
は
減

る
ど
こ
ろ
か
逆
に
増
え
る
こ
と
と
な
り
、

過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で
歯
止
め
が
利
か
な

く
な
り
ま
す
。

教
員
の
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
た

め
に
は
、
授
業
の
持
ち
時
数
の
上
限
を

決
め
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
教
員
増
と

少
人
数
学
級
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
急
務

で
す
。
加
え
て
、
長
年
に
わ
た
り
放
置

さ
れ
て
き
た
教
職
員
の
残
業
代
を
き
ち

ん
と
支
払
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
が

時
間
外
労
働
の
歯
止
め
と
も
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
使
い
捨
て
の
ボ
ロ
切
れ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
こ
そ
、
こ
ん
な

人
権
無
視
の
攻
撃
に
対
し
職
場
か
ら
声

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ゆ
と
り
と

誇
り
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
学
校
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

先
日
あ
る
駅
頭
で
、
署
名
活
動
を
し

て
い
る
み
な
さ
ん
に
出
あ
い
ま
し
た
。

幟
を
見
る
と
「
憲
法
」
「
１
０
０
０
万
」

の
活
字
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
何

と
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
進
め
る
「
安
倍

九
条
改
憲
反
対
３
０
０
０
万
署
名
」
で

は
な
く
「
憲
法
改
正
を
求
め
る
１
０
０

０
万
署
名
」
で
し
た
。
「
日
本
会
議
」

を
は
じ
め
と
す
る
右
翼
団
体
が
、
国
民

投
票
で
の
過
半
数
の
賛
成
獲
得
の
た
め

に
、
全
国
展
開
し
て
い
る
署
名
だ
っ
た

の
で
す
。
九
条
改
憲
の
草
の
根
運
動
が
、

国
民
の
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
恐
ろ
し

さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

今
年
は
、
改
憲
勢
力
と
の
全
面
対
決

の
年
と
な
り
ま
す
。
日
本
国
憲
法
は
、

「
平
和
へ
の
願
い
」
を
最
も
明
快
に
表

現
し
た
、
世
界
に
誇
る
べ
き
先
駆
的
な

憲
法
で
す
。
第
二
次
大
戦
後
、
日
本
は
、

１
人
の
戦
死
者
も
出
さ
ず
、
ま
た
他
国

の
兵
士
や
国
民
を
殺
す
こ
と
も
な
く
、

平
和
を
愛
す
る
国
と
し
て
世
界
の
尊
敬

を
集
め
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
教
職
員
は
戦
後
、
侵
略
戦
争

へ
の
悔
恨
の
思
い
を
胸
に
「
教
え
子
を

再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」
の
誓
い
を
掲

げ
教
育
実
践
の
歩
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

先
達
の
真
摯
な
誓
い
と
願
い
を
も
う
一

度
噛
み
し
め
、
今
年
も
頑
張
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
今
年
も
頑
張

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

★杉並支部ニュース・・・今年もご愛読のほどよろしくお願いいたします。

【裏面もご覧ください】

東京都教職員組合
杉並支部情宣部
２０１９年
１月７日
８ 号

Tel 3399-8719
Fax 3399-3855

http://www.
ｇeocities.jp/
tokyoso_suginami/

全
教
・
都
教
組

杉
並
支

部
ニ
ュ

ー
ス憲法を守り、平和な未来を子どもたちに。働くものの、生活と権利を守るために。

今年も皆さんと力を合わせて進みます。
横浜大桟橋の「ウエステルダム号」 オランダ船籍 総トン数 82.348t 全長 285m 2018.10.15 撮影：T,Takagi

新
年
最
初
の
支
部
委
員
会

◆
１
月
15
日
（
火
）
18
時
30
分
～

◆
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
終
了
後
、
和
田
屋
で
新
春
の
つ
ど
い
）

◎
都
教
組
女
性
部
１
月
教
研

東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

１
月
12
日
（
土
）
13
時

現
地
集
合

◎
第
68
次
東
京
教
研
集
会
全
体
会

１
月
18
日
（
金
）
18
時
15
分

南
大
塚
ホ
ー
ル

都
教
組
杉
並
支
部
執
行
委
員
長

渡
辺

広
美

２
面
に
杉
並
支
部
が
文
科
省
の
意
見
募

集
に
提
出
し
た
「
働
き
方
改
革
答
申
素

案
に
関
す
る
意
見
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
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杉並支部
新春いろはがるた

言
い
交
す

平
和
と
愛
と

子
ど
も
た
ち

労
基
法

教
育
現
場
は

素
通
り
に

働
き
方

改
革
ど
こ
ろ
か

大

日
本
史
に

原
水
禁
発
祥
の
地

と
名
を
残
す

い

ろ

は

に

家
族

全
員
保

障

９ 月 末

申込 み締切

申
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は

都
教
組

ま
た
は

杉
並
支
部
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

都
教
組
共
済

℡

３
２
３
４

８
１
３
２

杉
並
支
部

℡

３
３
９
９

８
７
１
９

杉
並

公
民
館
跡

「

オ
ー
ロ
ラ

碑
」

与
謝
野
寛

与
謝
野
晶
子
が

暮
ら
し
た
南
荻
窪

歌
人
の
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫

妻
は
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
）
井

荻
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地

（
南
荻
窪
４―

３―

22
）
に
自

宅
を
つ
く
り
住
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ク
リ
ー
ム
色
の
壁
に
赤
い
屋

根
、
緑
の
よ
ろ
い
戸
の
窓
。
当
時

と
し
て
は
目
立
つ
二
階
建
て
の
洋

館
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
二
階
の
窓

か
ら
は
、
箱
根
か
ら
秩
父
に
か
け

て
の
連
山
が
望
ま
れ
、
晶
子
は
こ

こ
を
「
遙
青
書
屋
」
と
名
付
け
ま

し
た
。

「
君
死
に
た
も
う
こ
と
な
か
れ
」

の
作
者
晶
子
は
、
好
戦
論
者
か
ら

「
危
険
思
想
」
の
攻
撃
を
受
け
ま

し
た
が
、
「
少
女
と
申
す
者
誰
も

戦
（
い
く
さ
）
ぎ
ら
い
に
候
」
と

胸
を
は
っ
て
反
論
を
し
た
の
で
す
。

与
謝
野
鉄
幹
死
後
、
鉄
幹
に

代
わ
っ
て
桃
二
小
学
校
校
長
か
ら

校
歌
の
作
詩
を
依
頼
さ
れ
た
晶
子

は
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
誠
実

に
観
察
し
、
こ
れ
を
受
け
て
い
ま

す
。
桃
二
小
校
庭
に
は
、
晶
子
作

詩
の
校
歌
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。

１
９
４
２
年
（
昭
和
17
）
晶

子
は
こ
の
地
で
没
す
る
ま
で
15

年
間
を
杉
並
で
過
ご
し
た
の
で
す
。

昨
年
暮
れ
の

12
月
７
日
は
、

与
謝
野
晶
子
生
誕
百
四
十
年
の
日

で
し
た
。

杉

並

の

戦
争
と
平
和

⑦

１．「変形労働時間制」は、問題がありすぎ、学校には馴染みません。この素案は撤回し、もう一度

教員の「働き方改革」について再論議してください。

・子どもの教育にあたる学校は、繁忙期と閑散期などの区別はできません。

・現在の教員の長時間過密労働の問題は、「繁忙期」における勤務時間を増やすことだけでは解消

できません。年間を通して仕事量がそれほど多くなっており、業務を削減することがどうしても

必要です。

・逆に、見かけ上の時間外労働が減ることにより、長時間過密労働が軽減したかのよう印象を与え、

本来期待される働き方改革を遠ざけることになります。

・勤務時間の増加は、教員の自由な時間を減らし、益々の疲労蓄積を招くことになるのは明らかで

す。最も重視しなければならない授業の準備に時間が回る保障はなく、教員としての研修や修養、

休養の時間が少なくなり、結果として勤労意欲の減退を招くことになります。

・介護、保育を抱えている教員にとっては仕事を続けられるかどうかの問題にもなります。

２．人間性豊かな子どもを育てる教育を担う教員には、その職務にふさわしい「働き方改革」が求め

られます。今こそ教員がゆとりと誇りをもって仕事ができる環境づくりが必要です。そのためには、

多くの教育関係者も取り上げている次のような施策を思い切って進めることが必要だと考えます。

このことについて熟議されるよう要請します。

・教職員の定数を増やし、教員の授業の持ち時数を少なくすること。

・高校までの少人数学級を実現すること。

・ＯＥＣＤ諸国並みに教育予算を増額すること。

・教職員の残業には手当を支給すること。「給特法」は改正すること。

・競争主義を煽り、多忙化の一因になっている学力テストを中止すること。

・教職員の協力協働を損なう人事考課制度や教員免許更新制を廃止すること。

３．学校は、教員だけでなく事務・栄養職員をはじめ多くの教職員が働いています。そのことをふま

えた「働き方改革」を進めてください。

杉
並
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合
唱
団

文科省のパブリックコメント募集に対する都教組杉並支部が提出した「意見書」


